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研究成果の概要（和文）：今世紀に入り、人為的攪乱は人類が抱える世界共通、かつ、最大の課題のひとつとし
て認識されるに至った。海洋においても、水産資源として、または増殖・養殖事業に伴い、生物が自然な分布拡
大の速度をはるかに上回る速度で大量移動することにより、沿岸域の生物生産構造が変化し、水産資源の安定し
た供給が危ぶまれている。本研究では、増殖・養殖事業のグローバル化がもたらす生物の人為的な移動が沿岸域
に及ぼす影響について世界規模で展開した結果、養殖業において大きな被害を与える種群について、複数種の種
の混同が明らかになり、整理された。この事実は、問題となる種群が大規模に移動しすでに分布を拡大している
ことを示している。

研究成果の概要（英文）：Artificial transportation is one of the biggest issue that we have to 
investigate to clarify not only the influence of those alien species to the ecosystem but also from 
the point of how to prevent their import and export. We found some dangerous key species in some 
coastal areas which were misidentified to the different species and clarified their distribution. 
This results show that pest species have been transported globally all around the world and 
dispersed their distribution.

研究分野：水産環境学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今日では、人為的攪乱は人類が抱える世界共通、かつ、最大の課題のひとつとして認識されるに至った。海洋に
おいても、水産資源として、または増殖・養殖事業に伴い、生物が自然な分布拡大の速度をはるかに上回る速度
で大量移動することにより、沿岸域の生物生産構造が変化し、水産資源の安定した供給が危ぶまれている。本研
究は、貝類とその貝類の貝殻に穿孔する多毛類を用いることにより、増殖・養殖事業のグローバル化がもたらす
生物の人為的な移動が沿岸域に及ぼす影響について正しく理解し、科学的根拠に基づく対策へと繋げることを可
能とするものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
今世紀に入り、人間活動が地球環境に与える影響が現実問題として世界中で散見されるよう
になった。今日では、人為的攪乱は人類が抱える世界共通、かつ、最大の課題のひとつとして
認識されるに至った。海洋においても、水産資源として、または増殖・養殖事業に伴い、生物
が自然な分布拡大の速度をはるかに上回る速度で大量移動することにより、沿岸域の生物生産
構造が変化し、水産資源の安定した供給が危ぶまれている。 
 
２．研究の目的 
日本は世界有数の水産国であり、貝類の増養殖が盛んに行われている。この 50 年の間、国
内にとどまらず、世界中の海域を対象に積極的に貝類を輸出入している。それらは、種苗、稚
貝や母貝の生きた形で移動し、沿岸域に一時的にストック、または長期に生息することが知ら
れている。このことは同時に、貝類と同所的に分布・生息する他の生物や、ホストとしての役
割を持つ貝類の貝殻の表面や内部に生息している微小な生物も、非意図的に大量に混在・混入
してくることを意味している。それらの生物の中には、持ち込まれた海域で繁殖に成功し、自
然個体群を形成し、それまで生息していなかった海域で新規の優占種となるなど、徐々に、あ
るいは急速に周辺の環境を物理的、生物的に変化させている事例が報告されている。しかし、
それら沿岸域の変化に関しては、未だに一部の目立った事例の報告のみに留まり、何ら包括的
な科学的調査、または根本的対策も行われていない。海洋への生物の新たな移入や移動に関し
ては、法的規制もほとんどないのが現状である。 
本研究は、貝類とその貝類の貝殻に穿孔する多毛類を用いて、増殖・養殖事業のグローバル
化がもたらす生物の人為的な移動が沿岸域に及ぼす影響について正しく理解し、科学的根拠に
基づく対策へと繋げることを目指す。貝類の増殖・養殖事業を盛んに行っている海域を対象と
し、世界規模で展開するものである。 
同時に、2011年 3月 11日、東北地方太平洋沖地震と津波が発生し、太平洋沿岸域は未曾有
の攪乱が生じた。沿岸域は未だに不安定な状態が続いている。一方、震災後、一時中断してい
た沿岸域の増養殖が再開し、他の海域からの種苗、稚貝、母貝の大量持ち込みの危険にさらさ
れている。地震と津波による天災の攪乱による不安定な環境が続く中、外からの人為的な持ち
込みによる負荷がさらに加わることにより、沿岸域の生物生産の混乱はますます懸念されるよ
うになった。新たなモニタリングの必要性が生じた。 
 
３．研究の方法 
(１) スピオ科多毛類による侵蝕の報告がある有用貝類を中心に、国内外の陸上養殖施設、海
中増養殖施設の現場で被害状況を確認し、環境調査を行い、貝類と多毛類を採集し生物学的解
析を行う。具体的に下記の項目の調査を行う。 
①増殖・養殖事業現場での聞き取り調査及び現場海域の環境調査を行う。 
②貝類の侵蝕状況（穿孔数/貝、被侵蝕面積％）を調査する。同海域の天然の貝類への侵蝕状況
も調べ、増殖・養殖貝と比較する。 
③貝類の貝殻に生息しているスピオ科多毛類を摘出し、生体及び 10％中性ホルマリンで固定し
た状態で実体顕微鏡、生物顕微鏡を用いて形態を観察し、種を同定する。 
④体サイズ計測、生殖母細胞や卵嚢の有無・サイズ計測、卵嚢の飼育と卵嚢内の発生の観察、
幼若個体の観察を行い、多毛類の種の貝殻への定着期、成長、産卵期、消滅期、寿命などの生
活史、及び発生様式や個体群動態を追跡する。 
⑤海域での多毛類のバイオマスを推定する。 
(２) スピオ科多毛類については、種の分類に使える形態形質が少なく、世界中で種の分類の
混乱が見られる。種同定が不確実であると、実態の解明を誤ることになり、モニタリングの意
味もなくなる。そこで、種判別を確実なものにするため、形態分類のみならず、遺伝学的手法
を合わせ用いた結果より種の判別を行う。世界中の海域より採集された多くの種についてこれ
らの遺伝子解析を行い、種判別に応用できる情報を集積する。また、他の遺伝子領域について
も解析を試み、より確実な種判別のための基本情報を集積する。同時に、種ごとに遺伝子レベ
ルでの個体群の履歴の解析を試みる。 
  
４．研究成果 
現在、盛んに貝類増殖・養殖事業を行っている海域で被害が確認されている種群と、東南ア
ジアを中心とする未報告海域の種群を用いて、従来の生物・生態学的解析に加えて遺伝学的解
析を行いながら、水産学的な観点から鍵種となる多毛類をしらべた。 
(１) 形態学的特性、遺伝学的特性より種判別を行った。養殖の盛んな海域における養殖貝類に
生息するスピオ科多毛類 Polydorids を調べた結果、異なる種と思われていた複数の種が同一
種であること、同一種だと思われていた種が複数種であること（混同されていた）、複数の未記
載種が存在すること、または生活史について新知見が得られたことがわかった。 
同時に、多毛類は未だに種判別が難しく、種の形態分類が世界中で混乱していることによる
研究の遅れを広く認識する結果となった。形態分類のみならず遺伝学的情報を加えることによ
り、正確な種の判別が有効であることを確認し、かつ、現状を把握することで今後の研究の計
画を立てることが可能になった。これまでの結果にさらに未報告海域の調査を行うことにより、



水産上、最も注意が必要な種群についての種判別を続行することが望まれる。 
(２) 種と生物学的特性を一致させて被害発祥のメカニズムを明らかにした。特に養殖貝類に大
きな被害を与える可能性の高い種群については、種と生物学的特性を一致させて被害発祥のメ
カニズムの一部を明らかにした。 
(３) どのように海域間を移動し、生息分布域を拡大・変化させたのか考察を行った。 
(４) ホストの貝類や生息環境、ひいては沿岸域の生物生産、生態系にどのような影響を及ぼし
ているかについて生物学的、生態学的、水産学的な側面より包括的な議論を試みた。 
最新の現場の解析を基に、水産業、増養殖事業に伴う人為的生物移動の実態とその影響を世
界規模で正確に捉え、今後に向けて課題を探り、実質的な対策についての考察と提案を行った。
本研究は、貝類の貝殻をホストとして生息する多毛類の種群を用いて、増養殖事業のグローバ
ル化がもたらす非意図的生物の人為的な移動が沿岸域や生物多様性に及ぼす影響について正し
く理解し、科学的根拠に基づく防除や外来生物の対策へとつなげるものである。水産業が盛ん
であり、多くの貝類を輸出入している日本こそがイニシアチブを取り、解明を目指し推進して
いくことが望まれる。 
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